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全 球 エ ア ロ ゾル モ デル相互比較プロ ジェ ク トAeroCom 第2期実験準拠

　　　　　　　　　　　　　　　　シミ ュ レー シ ョ ン

竹村 俊彦 （九州大学応用力学研究所 ）

1． AeroCom の概要

　全 球 エ ァ ロ ゾ ル モ デ ル 相互 比 較 プ ロ ジ ェ ク ト

AeroCom （Aerosol　Model　lntercomparison　Project）
（http：／／nansen ，ipsl．jussieu．frfAEROCOMD 　は 、特定

組織の傘下で は な く、関連研究者 の ボ ラ ン テ ィ ア ベ ー

ス の 集合体 として 2002 年に 立 ち上 が っ た。モ デ ル 相互

比較 の ほ か 、様 々 な エ ア ロ ゾル 観測 と の 比較 を 通 し

て 、地球規模 の エ ア ロ ゾル の 分布 や 気候 影 響 の 定 量 的

把握、お よ び モ デ ル の 不確定性 の 現 状 把 握 を 行 っ て い

る。2003 〜2004 年 に 行 っ た 第 1期実験 に は 20モ デ ル が

参画 し、各 モ デ ル の 標準 的な シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 結 果

と、同
一

の エ ア ロ ゾル 関連排 出量デ
ー

タを与 えた シ

ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結果 とを持 ち寄 り、観測データを含め

た相互比較 を行 っ た （Kinne　et　al．2006 ；Textor　et　al．
2006 ，2007；SchuIz　et　al，2006）。第 1期実験 の成果

は、気候変動 に 関す る政府間パ ネル （IPCC ）第 1作業

部会 （WGD 第 4次 評 価 報 告 書 （AR4 ）第 2章 に お い

て 、エ ア ロ ゾル 関連 の 記述 に つ い て 中心 的 な 役割 を 果

た した 。また、エ ア ロ ゾル 間接効果 に関 して は、別途

実験を追加 して 、相互比較 を行 っ た （Penner 　 et　 al ．

2006 ；Quaas　et　aL　2009）。

　現在、IPCC 第 5次評価報告書 へ の 貢献 を念頭 に 置

き、第 2期実験 が 進行中で あ る。本講演 で は、第 2期実

験 の 概 要 を紹介 す る と と も に 、 ア ジ ア か ら唯
一

AeroCom に 参 画 し て い る 全 球 エ ア ロ ゾル モ デ ル

SPRINTARS （Takemura 　et　al．2000 ，2002 ，2005 ，
2009）に よ る 第2期実験 に 準拠 した シ ミ ュ レ

ー
シ ョ ン

の 解析結果を い くっ か 示 す。

2． AeroCom 第2期実験の概要

　第 2期 実験 の コ ン トロ ール シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン は 、

AeroCom が収集 した エ ア ロ ゾル 関連排出量デ ータ を用

い て、2006年 の気象場 で 行 う。排出量データ に は、燃

料消 費 ・森 林火 災 ・船 舶 ・航 空機 起 源 の 黒 色炭素

（BC ） ・有機炭素 （OC ） ・二 酸化硫黄 （SO2 ）と、火

山 起 源 SO2 が 含 ま れ る。そ の 他 の 自然起源 （土壌粒 r一
や海塩 粒子 等）の 排出量 は、各 モ デ ル に 任 され て い

る。また、産業 革命 以前 の 排 出量 を仮定 し た シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン や エ ァ ロ ゾル 直接効果を考慮 しな い シ ミ ュ

レ
ー

シ ョ ン も行 い 、人為起源 お よ び 自然起 源 の 直接効

果放射強制力を算出す る。

　さ ら に 、1980 年 〜 2008 年 の hindcastシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を 、 1）年々変動 を 含 む 上述 の エ ア ロ ゾル 関連排

出量データ を 使用 　 2）2000年 の 排 出量デ
ー

タをすべ

て の 年 に 適用　 3）年 々 変動 を含 む 新 し い iPCC提供 の

排出量デ
ー

タを使用　 4）IPCC提供排出量デ
ー

タを適

用 して 気象場 は 大気大循環 モ デ ル 内部 で 計算 され る も

の を 使用　 の 4種類に つ い て 実施する。1999年 まで は

月平均値 の 出力で あ る が、観 測 データ が 増 加 して き た

2000 年以降 は 口平均値 を 出力す る。ま た、2006年 以

降 は、CALIOP デ
ー

タの 解 析値 との 比較をする た め に

空間 3次元 の エ ア ロ ゾル 光学 パ ラ メ
ー

タを出力す る。

　SPRINTARS を使用 した 第 2期実験準拠 シ ミ ュ レー

シ ョ ン は、水 平分解能 TlO6 （約 1．1自× 約 1，le） ・鉛直

56層で 行 っ た。

3． 結果 ・考察

　
・
今後、AeroCom で は 提 出され た 各 モ デ ル に よ る シ

ミ ュ レーシ ョ ン 結果の 相互比較を通 して 様 々 な解析 が

行われ るが 、SPRINTARS の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結果 は 自

身や関係研究者に よ っ て も解析を進め て い く予定 で あ

る 。 そ の
一

例 は
、
hindcast シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン の 結果 を

用 い て 、地 上 で の 日射量 の 長期 トレ ン ドを観測 と比較
し な が ら検証す る こ と で あ る。観測 に よ る と、 ヨ ー

ロ ッ パ で は 1960年代〜1980 年頃 に か け て 日射量 が 減

少 （solar 　 dimming ） し た 後 に 増 加 （solar

brightening）して い る一
方、ア ジ ア域 で は 日射量 の 回

復が遅れ て 減少傾向が 続い て い る地域 もあ る こ とが知

られて い る 。 本研究 に よ るhindcastシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

に より、 こ れ らは エ ア ロ ゾル直接効果 が 大 き く寄与 し

て い る こ と を示す こ とが で きた
。
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